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１．電子航法研究所の概要１．電子航法研究所の概要１．電子航法研究所の概要
1. 設立: 1967年 （昭和42年）

2. 予算: 約20億円 （平成20年度，人件費込み）

3. 人員: 64（研究職45，事務職15，役員等4）

航空交通管理領域

理事長
理事

企画課

機上等技術領域通信・航法・監視領域

監 事
平沢愛祥
理事長 研究企画統括

総務課
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① に係わる研究，開発

ATMパフォーマンス分析シミュレーション

コンフリクト予測交通流分析

安全性評価

航空交通管理

- 主な研究・開発 --- 主な研究・開発主な研究・開発 --

航空交通管理：ATM (Air Traffic Management)
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② 電子航法システム の研究・開発，試験

監視システム
通信システム

航法システム

電子航法システム
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③ 等新技術研究，既存システム性能向上

 ヒューマンファクタの評価技術

 ILSの性能向上
（ILS:計器着陸装置）
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空域の有効
利用，拡大

混雑空港の
容量拡大

新技術開発

-最近の研究の方向性変化 ---最近の研究の方向性変化最近の研究の方向性変化 --

全世界全世界
的傾向的傾向

2．国際的動向22．国際的動向．国際的動向



8

■ 運用

⇒ 実飛行軌道と飛行すべき軌道との差異を最小化

実飛行軌道

飛行すべき軌道

差異

飛行位置を４次元
で常時把握

■ （本来）飛行すべき飛行軌道
⇒関係者の期待を最大とする

- ICAOの全世界的ATM運用
概念 (2005）-
-- ICAOICAOの全世界的の全世界的ATMATM運用運用
概念概念 (2005(2005））--

出発空港 到着空港
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 需要/容量バランス

空域構成・管理

空港管理

サービス配送(情報共有)

 交通同調

 コンフリクト管理

操縦者運用分担

- 全世界的ATM運用概念実現
（差異最小化）のための７要素 -
-- 全世界的全世界的ATMATM運用概念実現運用概念実現
（（差異差異最小化最小化）のための７要素）のための７要素 --

短，中，長期に分け，２５年程度で技術開発短，中，長期に分け，２５年程度で技術開発
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- 欧米の研究開発プロジェクト --- 欧米の研究開発プロジェクト欧米の研究開発プロジェクト --
NextGen (Next 
Generation Air 
transportation)

NextGenNextGen (Next (Next 
Generation Air Generation Air 
transportation)transportation)

飛行軌道（trajectory)に基づく運用
協調意志決定：CDM
衛星精密航法サービス

SESAR (Single 
European Sky ATM 
Research)

SESARSESAR ((Single Single 
European Sky ATM European Sky ATM 
ResearchResearch))
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・ 高速鉄道との競争，分担
・ 一極集中の交通
・ 進んだ電子・通信技術

・・ 高速鉄道との競争，分担高速鉄道との競争，分担
・・ 一極集中の交通一極集中の交通
・・ 進んだ電子・通信技術進んだ電子・通信技術

3．将来の航空交通システムに対
する研究所の認識と活動内容
33．将来の航空交通システムに対．将来の航空交通システムに対
する研究所の認識と活動内容する研究所の認識と活動内容

(2)我が国特有の課題(2)(2)我が国特有の課題我が国特有の課題

ICAOの全世界的ATM運用概念ICAOICAOの全世界的の全世界的ATMATM運用概念運用概念(1) 準拠(1)(1) 準拠準拠

将来航空交通システム確立への技術的貢献将来航空交通システム確立への技術的貢献将来航空交通システム確立への技術的貢献
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-研究所の認識の研究活動へ
の反映 -
--研究所の認識の研究活動へ研究所の認識の研究活動へ
の反映の反映 --

(1)研究課題，技術課題の明白化

(2)達成イメージ，達成期限の明白化

(3)所内共有の長期的な研究方向性確立

考慮点： 研究所で対応可能な課題に重点化研究所で対応可能な課題に重点化

研究所・研究長期ビジョンの作成研究所・研究長期ビジョンの作成研究所・研究長期ビジョンの作成
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空港／空港面空港／空港面
の高度運用の高度運用

航空機･運航者・管制官航空機･運航者・管制官
の連携のためのの連携のための
情報通信基盤情報通信基盤

機能的な空域設定と機能的な空域設定と
トラジェクトリ管理トラジェクトリ管理

パフォーマンス分析パフォーマンス分析
によるボトルネックによるボトルネック
抽出と効率向上抽出と効率向上

高精度・高信頼性かつ高精度・高信頼性かつ
フレキシブルなフレキシブルな
基盤的航法技術基盤的航法技術

-長期ビジョンとその重点研究分野 ---長期ビジョンとその長期ビジョンとその重点研究分野重点研究分野 --

2009～2020年までの研究ロードマップ設定20092009～～20202020年までの研究ロードマップ設定年までの研究ロードマップ設定
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４．研究所の今後の係わり方４．研究所の今後の係わり方４．研究所の今後の係わり方

研究所研究ロードマップに沿った着実な実施

外部環境，ニーズ変化等に応じた課題見直し

選択と集中：ENRIの研究専門性の活用

社会，行政ニーズ，緊急課題等（安全性評価，
国際標準設定，技術障害等）への適切な対応

- 航空局長期ビジョンとの係わり --- 航空局長期ビジョンとの係わり航空局長期ビジョンとの係わり --

新知見，技術，データ等の世界への発信
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空域設定・トラジェクトリ管理

情報通信基盤 空港／空港面の高度運用

•ATMパフォーマンス評価と分析
•管制官ワークロード分析
••ATMATMパフォーマンス評価と分析パフォーマンス評価と分析
••管制官ワークロード分析管制官ワークロード分析

• トラジェクトリモデルの研究
•ターミナル空域の評価手法
• トラジェクトリモデルトラジェクトリモデルの研究の研究
••ターミナル空域の評価手法ターミナル空域の評価手法

• 機上監視による交通情報
交換
•対空高速データリンク媒体

• 機上監視による交通情報機上監視による交通情報
交換交換
••対空高速データリンク媒体対空高速データリンク媒体

• マルチラテレーション実用化
•ASMGCS実用化
• マルチラテレーション実用化マルチラテレーション実用化
••ASMGCSASMGCS実用化実用化

•CAT-I GBAS実用化
•MSAS性能向上と精密進入
実用化

••CATCAT--II GBASGBAS実用化実用化
••MSASMSAS性能向上と精密進入性能向上と精密進入
実用化実用化

- 具体的研究課題 --- 具体的研究課題具体的研究課題 --

高精度・高信頼航法技術

パフォーマンス分析
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- 外部との連携のもと取り組む研究 --- 外部との連携のもと取り組む研究外部との連携のもと取り組む研究 --

空域設定・トラジェクトリ管理

情報通信基盤 空港／空港面の高度運用

•ヒューマンエラー，ヒューマ
ンインターフェイス
••ヒューマンエラー，ヒューマヒューマンエラー，ヒューマ
ンインターフェイスンインターフェイス

• 機上システム（ＦＭＳ）の研究
•風の運航への影響
• 機上システム（ＦＭＳ）の研究機上システム（ＦＭＳ）の研究
••風の運航への影響風の運航への影響

• 電波環境，混信問題
•センサ統合
• 電波環境，混信問題電波環境，混信問題
••センサ統合センサ統合

• 乱気流の探知・予測・回避
ASMGC実験システム
•• 乱気流の探知・予測・回避乱気流の探知・予測・回避
ASMGCASMGC実験システム実験システム

•衛星航法による精密進入
•GBASを用いた曲線進入
••衛星航法による精密進入衛星航法による精密進入
••GBASGBASを用いた曲線進入を用いた曲線進入

高精度・高信頼航法技術

パフォーマンス分析

東京大，東北大，
英ﾚﾃﾞｨﾝｸﾞ大他

NASA，JAXA，気象庁，

航空会社 JAXA，NICT

JAXA北海道大，
仏ニース
大他

産業界との技術交流進行中
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- 主な研究例 (1)--- 主な研究例主な研究例 (1)(1)--
トラジェクトリモデルに関する研究

望ましいトラジェクトリ生成のための課題抽出

連続降下進入連続降下進入方式方式

出発空港(1)

円滑な合流円滑な合流

管制負担低減管制負担低減

出発空港(2)

管制間隔確保管制間隔確保

（鉄道運行表）
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関東地方の交通流

ボトルボトル
ネックネック
は？は？

（航空交
通動画デ
モ）
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- 主な研究例 (2)--- 主な研究例主な研究例 (2)(2)--
衛星航法補強システムの研究

高カテゴリ衛星補強システムの実用化高カテゴリ衛星補強システムの実用化

GPS

GBAS
機上装置

GBAS
地上装置

補正信号

曲線進入曲線進入

誘導精度向上誘導精度向上

GPS

SBAS
モニタ局

補正信号

静止衛星

シームレスな誘導シームレスな誘導
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- 主な研究例 (3)--- 主な研究例主な研究例 (3)(3)--

空港面高度技術の研究

空港内での渋滞緩和

空港内交通管理，最適経路予測

地上交通地上交通
情報共有情報共有

レーダ，マルチラレーダ，マルチラ
テレーション等セテレーション等セ
ンサ情報統合ンサ情報統合

エレクトロニック・フライト
バッグ
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羽田空港内の地上走行例

ボトルネッボトルネッ
クは？クは？

（空港面走行動画デモ）
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5. まとめ55. . まとめまとめ

将来航空交通システムに関する国際動向，認識

将来航空交通システム構築と実施に際しての
ＥＮＲＩの係わり方

必要な時期に適切な研究成果を上げ，全世界的必要な時期に適切な研究成果を上げ，全世界的
ATMATMシステム構築に貢献システム構築に貢献 ＞＞ 長期ビジョン長期ビジョン基本基本

航空局の長期ビジョンのENRIとの方向性共有を

希望。長期ビジョン実施段階で産学官の橋渡し。


